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講演内容

今回のイベントではGoogleに勤めておられるスチュアート様・塙様をスピーカーとしてお招きし
た。イベント内容としては大きく３つ挙げられる。

①Googleの事業内容（スチュアート様）

②Googleに入社するまでの経緯（塙様）

③参加者同士でのネットワーク構築

今回のイベントは、プレゼンターの方が二人いて、また学生も興味を持ちやすい内容だったの

でオンライン開催にも関わらず、参加者は非常に高い集中力で話を聞いていた。今回の公演内

容はGoogleと教育という自分たちが興味を持ちやすいテーマ、またGoogleに入社するまでという
２つに絞り、終了後に参加者同士での交流会を行った。

まずはGoogleが教育分野でどのように貢献しているか紹介をしていただいた。コロナ禍に自分
も経験した Google classroomができた経緯であったり、今どのような活動をされているのかなど
興味深い話を聞かせていただいた。

その次に、塙様がGoogleに入社するまでの半生を語って頂いた。現在留学に出ている我々
が、先に留学している先輩方から学びを得ることは非常に多く、留学先で何をしていたかやそれ

が現在の仕事にどう生きているか、など貴重な話をして頂いた。

そして、公演の後に参加者同士での交流の場を設けた。意図としては、今回オンライン講義形

式での開催だったこともあり、参加者同士の交流ができなかったこと、それからこのイベントを開

催する大きな意義の一つに参加した日本人同士のネットワークができることで、留学を通じて、願

わくばその後も続く助け合うようなコミュニティができて欲しいからだ。実際、参加者の中でもずっ

とコミュニティを探していた、という声が正規・交換留学生ともにあり、このネットワーキング活動を

どういう形で行うか模索していければ良いと思った。

感想

今回のイベントは、参加者の誰もが知る大企業Googleだということもあって、オンライン講義形式
にも関わらず多くの方が集まってくださった。



個人的にずっと気になっていた、留学中にどんな軸をもって活動しているのかというところを塙さ

んに聞けたのは収穫になった。塙さんは女子サッカーチームに所属していた（！）とのことでチャ

レンジ精神や、その行動に至るまでの経緯で真似していきたい部分があったので自分の今後の

活動のエネルギーに変えていきたい。またオンラインでの開催というところに不安感をもっていた

がスチュアート様の語るGoogleの教育への貢献方法や時折動画を混ぜながらのプレゼン方法
で参加者が集中して聴くことができていたように感じた。

最後に、今回Googleのお二方がイベントへの参加を快諾してくださり、講演内容についてもかな
り綿密に準備を進めてくださった。おかげで、貴重で実のある内容の講演を行うことができたと感

じている。我々のイベントに協力してくださったお二方に感謝申し上げます。

また、今回も引き続き、メルボルン日本商工会議所の根本様にもイベントの様子を視察してくださ

りました。お忙しい中、我々のイベントの運営に関して様々なご協力をしてくださりありがとうござ

います。また、今後も続けていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。






